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▲井上町長を先頭に渡りぞめ

▲完成した上中江尾橋

本
五
の
動
脈

「
上
中
江
尾
橋
」
が
完
成

▲うれしさを満面に渡りぞめをする地元の人びと

四
月
八
日
、
本
五
地
区
は
、
小
江
尾

川
に
か
か
る
「
上
中
江
尾
橋
」
が
完
成

し
、
明
る
い
喜
び
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
橋
は
、
明
る
い
坂
道
と
県
道
を

結
ぶ
橋
で
、
三
、
五
六
二
万
円
の
巨
費
を

投
じ
て
、
橋
長
三
－
一
・
〇
六
号
幅
員

三
日
と
い
う
堂
々
と
し
た
も
の
で
す
。

竣
工
式
で
、
井
上
町
長
・
中
田
町
議

会
議
長
ら
来
賓
の
見
守
る
中
、
仲
嶋
区

長
は
「
川
を
境
と
し
て
不
便
で
し
た
が
、

こ
の
夢
の
橋
が
完
成
し
、
今
日
か
ら
往

来
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
集
落

の
発
展
に
陰
に
陽
に
直
接
に
間
接
に
寄

与
す
る
大
き
な
力
と
怒
る
こ
と
を
信
じ
、

期
待
し
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
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▲3　月定例町議会

昭和58年度の各会計予算審議を

中心とした3月定例町議会が、3

月12日から8日間開かれ、原案ど

おり可決されました。

以下は、この定例会の初日、井

上町長から述べた新年度予算案の

提案理由と行財政方針の要点を収

録したものです。

り
ま
す
。
し
か
し
一
般
経
常
費
の
節
減

に
は
特
に
意
を
用
い
て
計
上
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
本
町
予
算
の
伸
率
は
七
二

・
一
鉢
“
（
二
七
二
だ
滅
）
と
を
っ
て
お
り

ま
す
が
、
本
年
は
極
力
財
政
見
直
し
を
行

い
、
予
算
の
圧
縮
を
致
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

政
府
は
本
年
度
予
算
及
び
財

政
投
融
資
計
画
に
お
い
て
財
政

2，000万円

は20㌫

再
建
を
最
重
要
命
題
と
し
、
一

般
会
計
予
算
に
お
い
て
は
経
費
節
減
、

合
理
化
に
努
め
、
予
算
規
模
を
前
年
度

以
下
に
圧
縮
し
、
行
財
政
改
革
の
徹
底

に
よ
り
行
政
経
費
の
節
減
を
計
り
、
新

規
の
行
政
需
要
に
つ
い
て
も
公
務
員
の

増
員
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

地
方
団
体
に
対
し
て
も
国
と
同
一
の

基
調
に
立
つ
よ
う
指
導
方
針
を
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
の
基
本
方
針
の
下
に
、

本
町
と
し
て
も
当
然
行
財
政
の
総
見
直

し
を
行
い
、
行
財
政
改
革
を
命
題
と
し
て

財
政
の
健
全
化
、
行
政
の
合
理
化
に
最

大
の
努
力
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
経
済
の
不
況

の
波
は
直
に
我
が
国
経
済
に
波
及
し
、

景
気
の
低
迷
と
産
業
不
振
は
次
第
に
深

刻
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
不
況
下
に
お
け
る

町
村
財
政
と
し
て
も
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
に
も
農
林
業
を
始
め
、
中
小
企
業
、

勤
労
生
活
者
な
ど
経
済
力
の
育
成
に
努

め
、
圧
縮
財
政
の
中
に
も
産
業
振
興
、

社
会
開
発
、
福
祉
対
策
、
教
育
振
興
、

地
域
開
発
を
ど
重
点
対
策
を
配
慮
し
、

一
八
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
を
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

●
歳
出

性
質
別
構
成
は
、
下
図
の
と
お
り
で

す
が
、
構
成
を
分
析
し
て
見
ま
す
と
、

本
年
度
は
特
に
財
政
を
圧
縮
し
て
予
算

を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
義
務
的

経
費
の
割
合
は
上
昇
し
、
人
件
費
の
構

成
も
予
算
に
対
し
二
〇
詫
と
な
っ
て
お

特別会計予算

11件　　　　　722，661千円

（内訳）

国民健康保険　　　208，483千円

簡易水道事業　　　　64，838千円

米沢財産区　　　　　2，870千円

神奈川財産区　　　　　180千円

江尾財産区　　　　　　560千円

住宅新築資金等貸付事業

15，676千円

老人居室整備費金貸付事業

10，315千円

障害者住宅整備費金貸付事業

6、087千円

索道事業　　　　　　46．000千円

老人保健　　　　　237、000千円

奥大山国民宿舎山荘甘酒茶屋

130，652千円

（いずれも歳入、歳出同じ金額です）
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妄般鴛18億
人件費

⑳

財

産

管

理

費

徴
　
　
税
　
　
費

交
通
安
全
対
策
費

消
　
　
防
　
　
費

集
落
経
営
基
金

一
九
、
四
三
九
千
円

二
六
、
五
四
五
千
円

二
、
一
七
八
千
円

三
四
、
一
〇
九
千
円

二
二
、
七
五
〇
千
円

四
億
二
、
五
二
三
万
四
千
円

総
務
管
理
費

三
億
八
、
一
九
二
万
円

町
長
、
町
議
会
議
員
及
び
各
行
政
委

員
会
並
び
に
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は

す
べ
て
据
置
と
い
た
し
ま
し
た
。

区
長
は
条
例
に
よ
っ
て
行
政
事
業
を

委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
か
ら
各

集
落
に
対
し
事
業
費
を
交
付
す
る
こ
と

に
改
め
る
た
め
に
条
例
改
正
案
を
提
出

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

▲健康増進のために大いにご利用を

昭
和
五
十
六
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た

集
落
経
営
基
金
の
制
度
は
、
集
落
の
経

営
、
福
祉
、
産
業
、
文
化
、
厚
生
な
ど
、

自
主
的
な
活
動
を
助
長
し
、
町
政
の
原

点
た
る
集
落
社
会
の
育
成
を
図
ら
ん
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
基
金

は
本
町
の
行
財
政
の
上
か
ら
、
又
社
会

政
策
の
上
か
ら
歴
史
的
意
義
を
有
す
る

画
期
的
基
金
制
度
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。要

は
こ
の
基
金
が
集
落
の
自
治
経
営

を
始
め
、
例
え
ば
婦
人
、
青
年
、
老
人

達
の
団
体
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
ど
に
も
晴
用
さ
れ
、
大
い
に
社
会

開
発
に
役
立
つ
基
金
と
在
り
ま
す
よ
う

腋
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園

社
会
交
流
の
場

入歳出

先
年
来
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
造
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
含
む
総
合
体
育
　
歳

館
、
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
グ

ラ
ン
ド
照
明
な
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
、
ゲ

次
ペ
ー
ジ
へ

区　　 分 予　 算　 額 成 比
対　　 前　　 年

区　　　　　　　　　 分 予　 算　 額 成 上
対　　 前　　 年

増　 減　 額 伸 率 曽　 減　 額 伸 率

議 会 費

総 務 費

千 円 ′′ 千 円 ％

町　　　　　　　　　　　 ⇒悦

千 円 ′′ 千 円 ％

4 6 ，4 8 3

4 2 5 ，2 3 4

2 ．6

2 3 ．3

△ 2 ，0 4 8

△ 4 8 5 ，6 7 9

9 5 ．

4 6 ．7

29 5 ，8 0 4 1 6 ．3 5 2 ，7 0 0 2 1 ．7

　 町　 民　 ⇒悦

．（ ／匡l 走 資 産 税

12 3 ，0 0 0

12 0 ，0 0 3

3 3 ．3

2 7 ．4 0 0

2 3 ．0 0 0

94 ．6

民　 生　　 費 1 1 9 、7 1 8 6 ．6 △　 8 0 ，9 5 5 5 9 ．
内 軽 自 動 車 税

墾 孟 ぽ こ 消 費 税

　気　 税 4 ，0 0 1

1 9 0 0 0 5 0 0

衛　 生　 費 8 8 ，8 2 5 4 ．9 2 ，4 7 5 10 2 ． 2 5 ，0 0 0 2 ．0 0 0

労　 働　 費 2 ，3 2 4 0 ．1 6 3 1 0 2 ．

木 材 引 取 税

特 別 土 地 イ呆 有 税

3 0 0

4 ，5 0 0

∠ゝ　　　　 2 0 0

農 林 水 産 業 費 3 6 9 ，3 5 9 2 0 ．3 △ 1 0 2 ．2 3 1 7 8 ．
地　　 方　　 交　　 付　　 税 6 0 5 ，0 0 0 ∠ゝ　 3 4 ，8 0 0

自　 動　 車　 重　 量　 税 8 ，5 0 0 0 ．5 －．lll．・．－
1 0 0 ，0

商　 工　 費 4 6 ，1 3 2 2 ．5 △　　　 7 0 6 1 0 5 ．
地 方 道 路 譲 与 税

自 動 車 取 得 税 交 付 金

5 ，0 0 0

1 2 0 0 0

0 ．3

0 ．7
－ 1 0 0 ．0

1 0 0 0

土　 木　 費 1 0 8 ，9 7 2 6 ．0 △ 12 7 ，2 5 7 4 6 ．1
匡 l 有 提 供 施 設 交 付 金 4 0 0 1 0 0　 0

　　　　 P
国　 庫　 支　 出　 金 3 2 1 ．1 9 6 1 7 ．6 ∠ゝ 1 5 1 ，5 9 2 6 7 ．9

消　 防　 費 3 4 ，1 0 9 1 ．9 △　　 8 ，2 8 4 8 0 ． 県　　　 支　　　 出　　　 金 2 3 1 ，9 2 1 1 2 ．7 ∠ゝ　 4 3 ．0 7 7 8 4 ．3

分 才旦 金 及　 び 負 担 金 6 1 6 9 2 3　 4 ∠ゝ　 2 3　 8 5 7 7 2 ．1

教　 育　 費 2 2 7 ，18 4 1 2 ．5 9 4 ，8 6 5 1 7 1 ． 使　 用　 料 及　 び 手 数 料 7 ．2 9 1 0 ．4 2 ．9 1 7 1 6 6 ．7

公　 債　 費 3 0 1 ，5 0 0 1 6 ．6 3 6 ，1 0 0 1 1 3 ．

財　　　 産　　　 収　　　 入 4 7 ，6 7 1 2 ．6 △　　 6 ，3 2 7 8 8 ．3

寄　　　　　 付　　　　　 金 2 ，6 0 0 0 ．1 ∠ゝ　　 9 ，5 6 0 2 1 ．4

諸　 支　 出　 費 3 1 ，16 0 1 ．7 △　　 5 ，3 4 3 8 5 ．
繰　　　　　 入　　　　　 金 3 8 ，0 7 1 2 ．1 △　 2 0 5 ，2 2 3 1 5 ．6

繰　　　　　 越　　　　　 金 1 8 ．0 0 0 1 ．0 8 ，0 0 0 1 8 0 ．0

予　 備　 費 1 9 ，0 0 0 1 ．0 △　 1 ，0 0 0 9 5 ．
諸　　　　　 収　　　　　 入 3 4 ，7 3 7 1 ．9 9 0 2 0 2 ．7

地　　　　　 方　　　　　 債 12 9 ，6 0 0 7 ．1 ∠ゝ　 2 70 ．60 0 3 2 ．4

合　　　　 計 1 ，8 2 0 ，0 0 0 1 0 0 ．0 △　 6 8 0 ，0 0 0 7 2 ．
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 5 1 7 5 1 7

合　　　　　　　　　 計 1 ．8 2 0 ．0 0 0 0 0 ．0 ∠ゝ　 6 8 0 ．0 0 0 7 2 ．8
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ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
水
泳
プ
ー
ル
、

そ
し
て
一
周
一
は
山
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
、
折
返
し
一
五
㍍
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
設
定
な
ど
整
備
し
、
運
営
と
晴
用

を
適
切
に
行
っ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。こ

の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
町
民
の
日
常

生
活
に
結
び
つ
い
た
自
然
で
あ
り
心
身

の
保
養
と
体
育
の
場
で
あ
り
ま
す
し
、

社
会
交
流
の
公
園
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
更
に
ポ
プ
ラ
並
木
の
散
歩
蕗

や
、
桜
の
山
の
遊
歩
道
を
ど
住
民
の
自

然
公
園
と
し
て
も
整
備
を
い
た
し
た
く

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
施
設

は
町
民
全
体
の
公
有
施
設
で
あ
り
、
社

会
資
産
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
大
切

に
愛
護
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
要
請
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
広
く
全
町
民

が
利
用
す
る
た
め
に
使
用
上
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
何
人
も
こ
れ
を
社
会
ル
ー
ル

と
し
て
守
る
こ
と
を
要
請
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
夜
間
は
電
力
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
施
設
は
一
切
町

の
負
担
に
お
い
て
設
置
し
こ
れ
を
維
持

し
て
い
く
も
の
の
、
日
々
使
用
す
る
電

力
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
の
方
式
で

使
用
ル
ー
ル
を
設
定
い
た
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
基
づ

く
運
営
に
つ
い
て
は
館
長
と
館
職
員
を

任
命
し
、
外
に
町
長
の
諮
問
す
る
運
営

委
員
会
と
実
行
委
員
会
を
置
き
運
営
を

図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

行
財
政
の
調
査
と
管
理

本
年
度
町
長
の
執
行
部
に
調
査
と
管

理
の
機
能
を
強
化
し
、
国
並
び
に
県
の

行
財
政
見
直
し
に
即
応
し
て
本
町
の
見

直
し
の
徹
底
を
期
す
る
方
針
で
あ
り
ま

す
。

同
和
対
策
事
業
費

六
、
二
三
六
万
二
千
円

行
政
調
査
会
と
情
報
活
動

こ
の
行
政
調
査
会
に
つ
い
て
は
既
に

規
則
は
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

現
下
の
社
会
世
論
に
対
応
し
、
適
切
な

委
員
会
を
構
成
し
て
世
論
の
吸
収
を
図

り
、
又
正
確
な
町
政
の
真
相
情
報
の
連

絡
公
表
の
機
能
の
強
化
を
図
る
方
針
で

あ
り
ま
す
。

有
線
放
送
増
設
費

地
区
内
外
灯
新
設
費

明
道
児
童
館
運
営
費

生
晴
相
談
員
設
置
費

同
数
推
進
協
議
会
費

同
和
対
策
研
修
育
成
費

全
同
数
・
県
西
部
協
対
策
費

高
校
大
学
進
学
奨
励
金

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
費

は

場

整

備

事

業

費

後
進
地
域
経
営
改
善
事
業
費

農
道
近
代
化
椚
金
利
子
助
成
金

同
和
小
口
融
資
利
子
補
給
金

同
　
和
　
教
　
育
　
費

同
和
教
育
集
会
所
費

茜
〇
千
円

二
≡
千
円

二
、
七
云
千
円

二
、
二
乗
千
円

〓
喜
千
円

一
、
三
二
口
千
円

七
亨
丁
円

空
二
千
円

一
五
、
六
実
千
円

童
、
二
五
口
千
円

妻
千
円

六
五
千
円

八
六
四
千
円

二
、
五
D
四
千
円

一
、
二
八
千
円

同
和
教
育
は
基
本
的
人
権
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
り
、
極
め
て
重
大
を
国
民

的
命
題
と
し
て
団
も
地
方
公
共
団
体
も

責
務
と
し
て
こ
れ
を
推
進
し
な
く
て
は

在
り
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
四
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
は
時

限
立
法
の
た
め
延
長
の
の
ち
改
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
五
か
年

の
時
限
法
と
し
て
「
地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
㌢
し
た
の
で
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
環
境
改
善
事
業
、

生
産
改
善
事
業
と
共
に
同
和
教
育
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

同
和
教
育
は
も
は
や
知
識
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
意
識
確
立
の
時
で
あ
り
、
そ

し
て
今
や
実
行
の
時
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
ま
ず
自
己
自
身
の
問
題
で
あ
る
と

の
自
覚
の
も
と
に
、
何
人
も
己
と
対
決

し
て
自
己
改
革
を
推
し
進
め
る
運
動
を

強
く
求
め
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

集
落
の
行
政
座
談
会

私
は
集
落
の
行
政
座
談
会
は
町
政
の

基
盤
で
あ
り
原
点
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
各
集
落
の
行
政
座
談
会
を
開

く
こ
と
に
努
め
、
こ
れ
に
は
私
は
必
ず

出
席
し
て
町
政
を
報
告
し
町
民
の
意
見

要
望
を
吸
収
し
て
町
政
に
生
か
す
よ
う

努
め
て
釆
ま
し
た
が
、
本
年
も
一
層
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
在
る
べ
く
小

さ
な
弱
い
声
に
意
を
傾
け
、
声
を
き
声

の
感
収
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

⑳

▲同和対策事業で完成した排水路

一
億
一
、
九
七
一
万
八
千
円

キ
メ
細
か
く

福
祉
の
推
進

社
会
福
祉
基
金

本
町
の
社
会
福
祉
基
金
は
昭
和
三
十

七
年
に
創
設
し
て
、
当
初
は
全
町
の
皆

さ
ん
の
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
こ

れ
を
基
礎
と
し
て
自
釆
育
成
し
て
き
た

基
金
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
二
、
三
〇

〇
万
円
の
基
金
に
育
っ
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
は
二
五
〇
万
円
を
積
立
て
二
、

五
五
〇
万
円
の
原
資
に
育
成
い
た
し
た

く
存
じ
ま
す
。

こ
の
基
金
に
よ
っ
て
生
れ
る
頭
金
利

息
一
三
一
万
一
千
円
は
本
会
計
を
通
じ

法
外
援
護
の
福
祉
対
策
に
充
て
て
来
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
れ

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
折
柄
国
並

び
に
県
の
行
財
政
の
見
直
し
政
策
と
共

に
、
老
人
医
療
や
母
子
対
策
や
福
祉
対

策
に
法
改
正
や
基
準
の
改
訂
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
本
町
と
し
て
は
国
の
法
律

の
改
正
、
県
の
規
程
の
改
正
に
は
順
応

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
し
か
し
実
情

に
照
ら
し
、
こ
の
基
金
運
用
を
も
っ
て

適
切
に
対
処
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。
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社
会
福
祉
総
務
費

一
、
八
七
六
万
四
千
円

こ
の
事
業
費
の
中
に
は
社
会
福
祉
基

金
運
用
益
の
本
会
計
繰
入
れ
に
よ
る
法

外
援
護
の
事
業
費
が
組
ま
れ
、
当
該
者

の
身
体
的
、
経
済
的
、
精
神
的
心
情
を

援
護
し
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

老
人
福
祉
費

二
、
一
七
九
万
八
千
円

人
生
の
到
達
す
べ
き
老
境
に
心
身
共

に
安
住
の
境
地
が
在
っ
て
こ
そ
、
人
生

に
努
力
と
希
望
が
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

安
住
の
境
地
と
は
唯
に
物
質
経
済
の
条

件
対
策
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
は
ず
で

あ
り
ま
す
の
に
、
現
今
の
経
済
社
会
の

意
識
は
経
済
的
対
策
だ
け
を
対
象
に
論

ぜ
ら
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。

⑳

し
か
し
、
老
人
福
祉
は
ま
ず
家
庭
や

近
隣
社
会
の
愛
情
の
中
に
安
住
の
墟
地

が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

し
か
も
老
人
自
身
が
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
と
い
う
遥
し
い
精
神
力
を

持
ち
続
け
る
事
が
老
境
に
お
け
る
心
身

と
も
に
若
さ
を
保
ち
安
住
の
境
地
が
あ

る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

老
人
福
祉
明
徳
学
園

一
八
六
万
三
千
円

（
社
会
教
育
明
徳
学
園
）

二
一
七
万
円

計
三
一
三
万
三
千
円

老
人
福
祉
と
老
人
学
級
を
吻
合
さ
せ
、

老
人
の
自
発
参
加
を
求
め
、
心
身
共
に

若
返
え
り
と
健
康
自
賄
を
基
調
と
し
て
、

老
人
の
集
団
学
習
明
徳
学
園
は
本
町
の

各
家
庭
や
社
会
に
無
く
て
は
掌
ら
ぬ
最

高
学
府
で
あ
り
、
本
年
度
は
更
に
専
攻

課
程
の
充
実
と
学
園
の
特
色
を
追
求
し

て
行
き
た
く
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

▲ゲートボールで健康管理

身
体
障
害
者
福
祉
対
策

本
町
に
お
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
身

障
福
祉
協
会
の
活
動
を
後
援
し
、
身
障

者
の
杜
令
参
加
と
平
等
の
原
理
を
大
切

に
守
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
っ

本
町
は
昭
和
三
十
七
年
創
設
の
重
度

心
身
障
害
児
老
養
護
手
当
金
制
度
、
あ

る
い
は
重
症
者
福
祉
電
話
設
置
、
又
社

会
福
祉
基
金
な
ど
を
も
っ
て
対
策
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
医
療
費

一
、
〇
九
五
万
九
千
円

県
と
町
と
の
政
策
と
し
て
一
歳
未
満

児
及
び
身
障
一
、
二
級
並
び
に
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
を
有
す
る
母
子
家
庭

等
に
対
す
る
医
療
費
の
公
費
負
担
を
県

と
共
に
町
費
を
も
っ
て
負
担
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

母
子
父
子
福
祉
費

一
四
八
万
七
千
円

人
生
の
大
半
を
孤
独
に
耐
え
、
子
女

の
養
育
に
専
念
す
る
し
か
方
法
の
無
い

境
遇
と
人
生
は
表
現
を
越
え
て
き
び
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

行
政
は
こ
の
人
生
に
社
会
愛
と
希
望

と
活
力
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
一
層
努
力
す
る
方
針
で
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
事
務
費

五
〇
三
万
二
千
円

国
民
年
金
は
現
代
社
会
の
社
会
政
策

と
し
て
極
め
て
屯
要
な
老
後
及
び
有
事

の
保
障
政
策
て
あ
れ
ま
す
む
本
町
の
現

状
は
住
民
総
加
入
掛
金
完
納
の
実
績
を

進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
守
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

二
三
二
万
四
千
円

本
町
の
勤
労
所
得
者
の
健
康
増
進
並

び
に
生
活
対
策
を
進
め
、
更
に
勤
労
意

欲
増
進
の
一
助
の
た
め
に
充
実
し
て
い

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

八
、
八
八
二
万
五
千
円

健
康
推
進
に
努
力

衛
生
対
策
は
自
治
行
政
の
最
も
重
要

な
行
政
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
直
接
住
民
の
生
命
と
健
康

管
理
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
今
後
一
層
住
民
の
衛
生
対

策
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
特
に
各
種
の
検
診
を
徹
底

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
現
代
の
科
学

は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
医
学
も
向
上
を

遂
げ
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
ま

ず
検
診
に
参
加
し
を
け
れ
ば
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

本
年
二
月
一
目
施
行
の
老
人
保
健
法

の
上
か
ら
も
、
健
康
管
理
、
検
診
は
当

然
大
切
を
対
象
分
野
で
あ
り
ま
す
し
、

更
に
食
生
活
の
総
見
直
し
も
併
せ
適
切

に
充
実
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

予
　
　
防
　
　
貿

二
、
八
五
一
千
円

母

子

衛

生

費

五
〇
七
千
円

健

庫

推

進

費

四
三
七
千
円

婦
人
健
康
対
策
費

六
三
〇
千
円

老
人
保
健
対
策
費

五
、
五
〇
五
千
円
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衛
生
施
設
組
合
負
担
費

二
、
三
八
六
万
三
千
円

日
野
町
、
江
府
町
、
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
の
本
年
度
予
算
は
七
七
、
〇
〇

〇
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
本
町
の
負
担

金
は
二
三
、
八
六
三
千
円
で
あ
り
ま
す
。

組
合
の
施
設
整
備
事
業
は
昭
和
五
十

六
、
五
十
七
年
の
二
か
年
の
継
続
事
業

と
し
て
四
三
〇
、
〇
〇
〇
千
円
を
投
入

し
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
処
理
能
力
一
日
三
〇
㍍
と
在
り
、

し
か
も
処
理
排
水
の
清
浄
化
を
高
め
、

又
、
収
集
速
度
の
増
強
を
期
し
、
地
域

の
環
境
衛
生
行
政
の
進
展
を
見
た
こ
と

は
欣
快
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

じ
ん
芥
処
理
費

一
、
五
六
八
万
五
千
円

じ
ん
芥
及
び
不
燃
物
処
理
に
つ
い
て
は

年
々
処
理
費
が
増
大
し
、
又
収
集
地
域

も
広
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
更

に
町
全
域
に
広
め
環
境
衛
生
の
実
を
上

げ
て
ま
い
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

を
お
、
農
家
集
落
の
農
業
廃
棄
物
の

た
め
の
「
灰
焼
場
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
四
十
九
年
度
以
来
所
謂
江
府
町
方

式
の
「
灰
焼
場
」
の
設
置
活
用
方
を
提

唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
高
率
補
助
政
策
を
と

っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
農
家
の
廃
棄
物

は
必
ず
し
も
現
行
の
じ
ん
芥
収
集
車
及

び
収
集
袋
に
適
合
し
な
い
実
情
が
あ
り

▲完成したし尿処理施設

三
億
六
、
九
三
五
万
九
千
円

放
牧
草
地
の
実
現
を

農

　

業

　

費

三
億
二
、
一
三
五
万
円

ま
す
の
で
、
却
っ
て
集
落
灰
焼
場
を
活

用
す
る
こ
と
も
一
方
法
か
と
存
じ
ま
す

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
は

集
落
の
希
望
を
受
け
て
設
計
を
提
示
す

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

水
道
整
備

本
町
に
お
け
る
簡
易
水
道
の
普
及
率

は
、
昭
和
五
十
七
年
度
末
に
お
い
て
九

六
・
五
㍍
に
達
し
ま
す
の
で
、
本
年
は

柿
原
地
区
に
施
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

本
町
は
正
に
九
九
打
に
達
す
る
訳
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
個
々

に
は
既
に
老
朽
化
し
た
水
道
も
あ
り
、

又
水
質
及
び
水
量
や
水
圧
の
た
め
に
火

災
鎮
圧
機
能
の
無
い
水
道
も
多
く
、
現

代
の
多
目
的
水
道
の
機
能
兼
備
の
力
の

充
実
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
農
業
に
と
っ
て
水
稲
作
の
減
反

政
策
は
、
米
の
需
給
の
実
情
に
よ
る
と

は
い
い
な
が
ら
極
め
て
深
刻
を
反
農
的

時
代
と
い
わ
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

国
は
減
反
農
地
は
転
作
を
も
っ
て
新

農
業
を
拓
く
べ
し
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

中
山
間
の
積
雪
地
帯
に
在
っ
て
は
、
そ

の
作
目
に
生
産
性
の
高
い
作
目
が
見
当

ら
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
ま
す
。

近
代
の
水
稲
作
農
業
は
正
に
機
械
農

業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
械
農
業
は
省

力
と
作
業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
が
、
現
今
の
経
済
社
会
の
実
情
は

経
済
の
低
迷
が
続
き
就
業
艶
の
時
代
と

な
っ
て
き
て
い
る
時
に
、
コ
ン
バ
イ
ン

農
法
に
よ
る
省
力
労
働
の
配
分
計
画
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
更
に
稲
藁
の
田
地

放
棄
の
シ
ス
テ
ム
は
、
も
は
や
農
業
経▲農協倉庫に積上げられた米債

営
上
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
有
機
米
と
称
し
て
、
有
畜
農

業
に
よ
る
産
米
と
稲
架
乾
の
米
を
求
め

る
世
潮
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
稲
藁
の
払
底
か
ら
く
る
買
高
の

傾
向
は
、
も
は
や
藁
は
産
米
の
副
産
物

で
は
な
く
、
反
収
の
一
部
と
在
っ
て
き

て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

特
に
藁
は
地
元
農
家
の
畜
産
経
営
上

不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
全
町
畜
産
振

興
を
左
右
す
る
資
材
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
転
作
作
目
の
選
定
の
中
に

大
豆
が
上
位
作
目
と
し
て
指
導
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
中
山
間
地
に
在
っ
て
、

全
反
大
豆
の
単
作
は
土
地
条
件
上
囲
牡

で
、
労
力
的
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
割
乃
至
二
割
の
減
反
扱
を
条

件
に
、
畦
豆
方
式
の
復
元
を
計
る
こ
と

も
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
は
す
べ
て
水
稲
作
の
今
日
的

見
直
し
と
し
て
再
検
討
し
、
経
済
不
況

と
失
業
の
時
代
に
処
し
、
農
業
充
実
の

方
策
を
強
化
す
べ
き
時
と
思
考
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
産
米
の
作
柄
は
、

全
国
的
に
や
や
不
良
の
た
め
微
調
整
が

な
さ
れ
、
転
作
目
標
の
一
〇
九
、
七
㍍

に
対
し
〇
二
二
㍍
が
減
と
在
り
ま
し
た
。

一
方
は
場
整
備
面
積
割
が
三
・
五
茄

の
増
と
な
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
一

一
二
筋
を
実
施
す
る
こ
と
と
在
り
ま
し

た
。を

お
、
売
渡
限
度
数
量
は
二
五
、
六

一
六
億
と
し
、
昨
年
対
比
一
二
一
俵
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑳
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農業振興費

1，440万4千円

報町府江

▲大根の出荷におおわらわ

⑳

野
菜
生
産
団
地
育
成
対
策
費
　
　
七
一
〇
千
円

水
田
利
用
再
編
計
画
促
進
費
　
一
、
一
九
〇
千
円

水
田
転
作
促
進
対
策
特
別
事
業
費
一
、
九
三
千
円

新
農
業
生
産
埜
昇
董
費
　
八
、
五
〇
〇
千
円

整
口
重
等
経
営
資
金
対
策
費
一
、
〇
八
九
千
円

の
上
に
畜
舎
を
設
け
、
草
の
上
で
家
畜

に
も
快
的
を
搾
乳
を
行
う
よ
う
な
、
牧

歌
的
な
酪
農
型
態
が
こ
れ
か
ら
の
定
着

条
件
と
考
え
ま
す
。
酪
農
型
態
と
し
て

当
然
の
ご
と
く
で
す
が
実
は
現
今
酪
農

農
家
の
減
少
す
る
原
因
の
最
大
は
飼
育

管
理
の
労
力
が
か
か
り
過
ぎ
る
事
に
あ

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
排
除
す

る
た
め
所
有
型
態
を
調
整
し
、
放
牧
草

地
の
設
定
を
実
現
い
た
し
た
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。

土
地
改
良

七
、
九
七
二
万
七
千
円

か
ん
が
い
排
水
事
業
費
一
二
、
一
五
五
千
円

は
場
整
備
事
業
費
　
二
二
、
〇
六
七
千
円

農
村
基
舶
還
合
整
備
費
一
三
、
九
一
七
千
円

広
域
農
道
負
担
金
　
　
三
、
〇
五
三
千
円

そ
の
他

一
八
、
五
三
五
千
円

貝
田
地
区
で

区
画
整
理

農
業
構
造
改
善
事
業
費

一
億
一
、
一
六
九
万
三
千
円

貝
田
地
区
を
指
定
地
区
と
し
区
画
整

理
、
農
道
整
備
、
水
路
改
良
等
を
実
施

し
て
農
業
条
件
の
整
備
を
行
う
方
針
で

あ
り
ま
す
。

山
村
振
興
対
策
事
業
費

同
和
対
策
事
業
費

三
、
三
八
六
万
七
千
円

同
和
対
策
事
業
と
し
て
、
ほ
場
整
備

事
業
（
三
三
、
二
五
〇
千
円
）
を
計
上
、

農
業
条
件
を
整
備
し
、
経
営
改
善
資
金

利
子
補
給
六
一
七
千
円
を
計
上
し
、
農

業
経
営
の
近
代
化
を
進
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

畜
産
振
興
費

一
、
二
五
〇
万
四
千
円

長
期
放
牧
経
営
の
追
求

放
牧
経
営
を
追
求
し
、
放
牧
の
限
界

を
究
明
す
る
こ
と
は
、
山
国
の
農
畜
産

経
営
の
基
本
問
題
と
思
考
す
る
が
ゆ
え

に
、
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
ま
す
。

酪
農
草
地
造
成

喜
入
利
子
補
給
費

酪
農
経
営
維
持
対
策
費

自
然
飼
料
貯
蔵
対
策
費

肉
用
牛
飼
育
対
策
費

子
牛
互
助
会
対
策
費

放
牧
経
営
追
求
事
業
費

優
良
雌
牛
保
留
対
策
費

八
一
六
千
円

五
九
五
千
円

九
二
四
千
円

一
五
〇
千
円

三
〇
〇
千
円

三
〇
〔
千
円

二
九
七
千
円

酪
農
に
あ
っ
て
も
、
今
後
の
低
乳
価

に
対
応
力
を
持
つ
酪
農
経
営
を
走
着
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
牧
草
区
を
含
む

放
牧
草
地
が
先
決
で
あ
り
ま
す
。
積
雪

期
は
別
と
し
て
、
酪
農
は
す
べ
て
草
地

▲美用地区のほ場整備

三
、
一
六
五
万
一
千
円

第
三
期
山
振
対
策
と
し
て
、

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
向
う

五
か
年
間
継
続
し
て
各
種
山

村
対
策
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
年
度

に
お
い
て
多
目
的
集
会
所
施

設
一
か
所
を
計
画
し
、
集
落

の
環
境
整
備
を
行
い
、
農
村

基
盤
の
近
代
化
を
図
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
管
理
費

二
、
四
八
四
千
円

地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
費

三
、
三
七
三
千
円

■　■■　　　r　　　　‾　■

1■■・‡～．

▲一＿▲＿　1．し．．－、員＿＿．・ー　■　二・．＿　＿▲▲一＿▲＿●1

▲小江尾地区の戸慶線農道

手
づ
く
り
の
村
整
備
事
業
費

二
〇
〇
万
円

本
年
度
か
ら
国
の
農
業
政
策
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
地
域
住
民
の
創
意
工
夫
と
、
共
同

作
業
に
よ
り
身
近
な
生
活
環
境
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
連
帯
性
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
地
域
社
会
生
活
の

充
実
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報町府江

▲公営森林造成1，000㌶達成
（久連山団地30年生）

林
　
業
　
費

四
、
八
〇
〇
万
九
千
円

町
行
造
林
費

三
、
六
七
八
万
九
千
円

本
町
は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
長
期
造

林
計
画
を
立
て
、
通
年
造
林
施
薬
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

他
に
公
団
造
林
県
公
社
造
林
を
ど
を

導
入
し
て
施
業
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
三
筋
を
新
植

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画

を
実
施
い
た
し
ま
す
と
、
通
算
施
業
面

昭和57年中町民所得推定の内訳（単位千円）

積
は
、

町
　
行
　
造
　
林

公
団
契
約
造
林

県
公
社
契
約
造
林

合
　
　
　
計
一

四
三
三
・
〇
㍍

三
〇
四
・
七
筋

二
八
八
・
五
㍍

〇
二
六
二
一
筋

昨
年
は
本
町
発
足
三
十
周
年
に
相
当

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き

年
は
こ
の
長
期
造
林
計
画
樹
立
二
十
周

年
に
相
当
し
、
し
か
も
公
営
造
林
施
薬

一
、
〇
〇
〇
茄
を
達
成
し
得
た
こ
と
は

誠
に
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

三
十
周
年
記
念
の
式
典
に
お
い
て
、

こ
の
一
千
㍍
達
成
の
功
労
多
き
個
人
、

団
体
に
対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

り
深
く
敬
意
を
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。今

後
に
お
い
て
も
、
山
国
江
府
町
の

立
地
条
件
を
わ
き
ま
え
、
無
理
の
を
い

造
林
を
進
め
、
こ
と
に
撫
育
管
理
に
留

意
し
、
林
産
の
今
日
的
低
迷
に
ま
ど
う

こ
と
な
く
、
山
国
江
府
町
の
夢
を
育
て

て
ま
い
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

’6，668，049

1，204，049
450，933

152，716

24，000

6，715

42．385

289．306

7，944

16．282

32．068

4，807

310

5．466

3，414

22，018

22．437

53，248

60，000

10，000

4．002，000

3，520，000

俵
頭
頭
頭
b
b

4
4
　
0
　
3
　
8
　
3

4
8
　
6
　
4
　
1
　
4

7
5
　
（
（
　
l
　
1

4
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
0

2
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
3

3
　
3

（21．064kg）

（2，090kg）

（6，727k9）

（39，757kg）

（86．543kg）

住民所得合計

得
米
牛
牛
く
乳
根
菜
り
こ
蚕
木
他
び
草
葱
金
柑
他
得
得

（1，400人、年200万）（600人、120万）
260．000

000円）
72，000

500円）
150．000

000円）
400．000

585，000

550．000

25．000

10．000

477，000

120，000

322，000

25，000

10．000

所

　

　

　

大

野

く

ぼ

　

の

　

ん

　

励

　

所

所

育
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
さ
れ
　
奨
　
の

業

　

　

　

原

工

茸

た

　

菜

　

う

　

作

　

労

与

農
産
子
肥
乳
牛
高
加
椎
葉
養
花
山
わ
は
自
転
木
そ
勤
給

賃　　　　　　金

（200人260日宛1日5
山林労務賃金

（60人200日、1日5
技術労務賃金

（60人270日、1日9
営　業　所　得
資　産　所　得
預金有価証券利子配当
土地並びに物件譲渡所得
その他資産所得
受】恰　所　得
恩　給　年　金

匡l　民　年　金　　（1，026人）
扶助他　受　給
そ　　　の　　他

林
業
振
興
地
域
育
成

対
策
事
業
費

一
七
一
万
二
千
円

本
町
は
新
規
に
本
事
業
の
指
定
を
受

け
、
林
業
を
取
り
巻
く
悪
条
件
に
対
処

し
、
林
業
振
興
地
域
の
実
態
に
そ
く
し

た
各
種
の
林
業
施
策
を
推
進
し
、
地
域

林
業
及
び
山
林
の
整
備
育
成
を
図
る
た

め
の
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

住
民
所
得

本
町
の
住
民
所
得
に
つ
き
ま
し
て
は
、

例
年
の
ご
と
く
推
計
を
試
み
、
住
民
経

済
の
動
向
を
伺
い
、
住
民
生
活
の
安
定

度
を
尋
ね
、
例
に
近
来
の
経
済
不
況
と

住
民
経
済
に
か
か
わ
る
状
況
を
調
べ
▼
る

こ
と
は
行
政
上
重
要
を
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
右
表
の
と
お
り
、
推

計
を
試
み
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
年
に
対
比
し
て
見
ま
す
と
、

九
六
ば
と
在
り
ま
す
。

内
容
は
、
農
業
所
得
に
お
い
て
大
凡

同
額
で
、
勤
労
所
得
に
お
い
て
九
六
・

七
霊
と
在
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
経

済
不
況
が
勤
労
所
得
に
も
ひ
び
き
つ
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
所
得
と
勤
労
所
得
の
構
成
比
は
、

農
業
所
得
三
〇
四
、
〇
四
九
千
円
二
三
三
紹

動
労
所
得
四
、
g
二
、
0
0
0
千
円
真
人
七
だ

と
を
っ
て
お
り
ま
す
が
、
勤
労
所
得
の

七
五
紀
に
当
る
三
〇
億
円
は
大
凡
農
家

の
農
外
所
得
と
見
る
性
格
も
あ
り
ま
す

の
で
、
本
町
の
農
業
対
策
は
農
外
所
得

を
上
げ
や
す
い
条
件
整
備
も
農
業
対
策

と
考
る
べ
き
点
も
多
い
と
す
る
訳
で
あ

り
ま
す
。

⑳
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一
億
八
九
七
万
二
千
円

久
連
橋
に
歩
道
橋
を
架
設

報町府江

道
路
橋
梁
総
務
費

道
路
　
維
持
費

道
路
新
設
改
良
費

歩
道
橋
新
設
事
業
費

交
通
安
全
施
設
整
備
費

垂
国
横
断
道
路
対
策
費

道
路
防
災
事
業
費

二
〇
、
二
五
六
千
円

六
、
〇
三
二
千
円

二
二
、
二
〇
〇
千
円

五
〇
、
四
（
×
〕
千
円

一
、
一
二
八
千
円

八
七
六
千
円

八
、
〇
三
〇
千
円

新
設
は
、
昭
和
五

十
六
年
か
ら
継
続

事
業
と
し
て
施
工

中
で
あ
り
ま
す
が
、

本
年
七
月
中
に
は

完
工
の
予
定
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
過
疎

▲急ピッチで建設工事が進む白住大橋

町
道
自
任
大
橋

自
任
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
渡
る
大
橋
の

代
行
事
業
を
導
入
し
て
施
行
願
っ
て
い
■

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
公
園
附
近
の
町
道

の
拡
幅
改
良
並
び
に
久
遠
橋
の
歩
道
橋

架
設
も
本
年
度
か
ら
二
か
年
事
業
で
実

施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

企　画　関　係

電源施設周辺整備交付金事業

189，357千円

（内訳）

用水路整備事業　　5，654千円

農道整備事業　　　21，344千円

林道整備事業　145．355千円
排水路整備事業　17，004千円

第三期山村振興事業との合併

事業

多剛飾鴨集会施設事業費31，651千円

水力発電施設所在交付金

既設発電施設所在町村交付金

の制度により、対策事業を実施

するものであります。

本年度は、町道江尾久連大谷

線舗装補修工事（久連地内）

延長349㍍　　3，000千円

四
、
六
二
二
万
二
千
円

商
工
振
興
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
来
の
経
済
不
況
に
対
処
し
て
事
業
の

見
直
し
と
合
理
化
を
強
調
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
経
済
は
常
に
活
気
あ
る
経
済

活
動
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
事
業
並
び
に
各
種
開
発

事
業
を
ど
、
国
家
事
業
や
県
工
事
、
農

業
振
興
事
業
な
ど
誘
致
し
、
協
力
し
て

住
民
経
済
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

又
、
商
工
会
の
活
動
を
育
成
す
る
た
め

に
一
、
六
〇
〇
千
円
を
助
成
し
、
更
に

商
工
振
興
研
究
費
二
〇
〇
千
円
を
補
助

し
、
中
小
企
業
の
経
営
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
　
口
融
資
　
九
〇
、
〇
〇
〇
千
円

店
舗
改
善
資
金
　
七
、
八
〇
〇
千
円

同
和
小
口
融
資
　
二
四
、
〇
〇
〇
千
円

合
　
計
　
一
二
二
八
〇
〇
千
円

最
近
の
経
済
不
況
下
の
制
度
金
融
に

つ
い
て
は
有
効
な
制
度
で
あ
る
と
同
時

に
最
も
危
険
な
制
度
で
あ
る
こ
と
に
特

に
留
意
し
て
安
易
に
扱
わ
れ
た
が
た
め

に
事
業
の
見
直
し
も
合
理
化
も
行
わ
れ

ず
馳
込
み
金
融
的
な
資
金
額
と
な
り
却

っ
て
事
業
の
倒
産
に
及
び
か
ね
を
い
事

に
思
い
を
致
し
本
年
度
は
特
に
商
工
営

業
保
全
の
た
め
に
金
融
審
査
に
憤
重
を

期
し
融
資
手
続
の
審
査
の
段
階
で
充
分

な
る
検
討
の
措
置
を
構
ず
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

観
　
光
　
費

一
、
一
七
九
万
五
千
円

本
町
の
観
光
行
政
の
基
本
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
自
然
保
護
を
第
一
義
と

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
自
然
そ
の

も
の
が
本
町
の
観
光
基
盤
で
あ
り
観
光

産
業
の
資
源
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
岡
山
県
境
、
鏡
ケ
成
と
大
平

原
の
両
サ
イ
ド
に
公
営
施
設
を
設
け
大

山
南
壁
、
鳥
越
峠
、
鍵
掛
木
谷
の
大
ス

ロ
ー
プ
の
樹
海
、
大
平
原
、
城
山
、
穴

ヶ
札
、
笠
良
原
、
鏡
ケ
成
高
原
、
擬
宝

珠
山
、
鬼
女
台
、
瓜
莱
沢
高
原
な
ど
を

総
称
し
て
奥
大
山
と
呼
称
し
、
広
く
天

下
に
大
自
然
の
秘
境
奥
大
山
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
こ
の
奥
大
山
の
地
域
に
一

切
の
町
外
及
び
商
業
資
本
の
侵
入
を
許

さ
ず
、
自
然
は
完
全
に
守
ら
れ
て
お
り
、

開
発
は
す
べ
て
農
業
開
発
一
本
を
貫
い

て
い
る
こ
と
は
本
町
の
見
識
と
し
て
自

負
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
代
社
会
の
観
光
は
極
也
て
重
要
な

条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
然
が

守
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
り
、

更
に
そ
の
地
に
古
い
文
化
の
歴
史
が
重

要
を
要
素
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
歴
史

の
伝
承
と
文
化
財
の
保
護
、
天
然
記
念

物
名
勝
、
古
顔
の
保
存
を
ど
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

Soumu
四角形
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二
億
二
、
七
一
八
万
四
千
円

米
原
分
校
を
建
設

教
育
総

小
　
学

中
　
学

務
費

校
　
費

校
　
費

二
〇
、
九
六
五
千
円

一
三
九
、
三
〇
三
千
円

報町府江

社
会
教
育
費

公
　
民
　
館
　
費

文
化
財
保
護
歴
史
資
料
館
賓

明
徳
学
親
費

同
和
教
育
費

同
和
教
育
集
会
所
費

義
務
教
育
を
始
め
、

一
七
、
五
四
一
千
円

二
〇
、
一
〇
一
千
円

九
、
二
二
七
千
円

四
八
六
千
円

「
二
七
〇
千
円

二
、
五
〇
四
千
円

一
、
二
八
千
円

教
育
行
政
に
つ

こ
の
よ
う
に
近
代
社

会
は
経
済
社
会
で
あ
り
、

物
質
文
明
社
会
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴

う
へ
い
害
と
犯
罪
と
社

会
悪
も
混
在
し
て
お
り

ま
す
。こ

の
社
会
の
中
に
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
は
、
社
会
も
、

溝
口
町
と
町
学
校
組
合
の
輌
敵

米
原
分
校
を
開
設

い
て
は
教
育
委
貞
会
に
お
い
て
努
力
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
常
に
町
の
行
政

責
任
に
お
い
て
適
切
に
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
来
青
少
年
の
不
良
化
が
追
々
低
年

齢
化
し
、
学
校
暴
力
が
ひ
ん
発
す
る
な

ど
憂
慮
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。き

わ
め
て
深
刻
な
こ
の
間
題
は
、
唯

青
少
年
の
個
人
だ
け
の
問
題
で
は
を
く
、

近
代
社
会
全
体
、
又
家
庭
自
体
、
親
自

体
、
そ
し
て
学
校
自
体
、
教
師
自
体
が

青
少
年
自
身
と
共
に
人
間
形
成
の
過
程

の
中
で
教
化
し
、
善
導
し
、
学
習
す
べ

き
も
の
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

家
庭
も
、
学
校
も
、
親
も
、
教
師
も
総

が
か
り
で
断
じ
て
対
処
す
べ
き
重
大
問

題
で
あ
り
ま
す
。

我
々
は
今
こ
そ
青
少
年
の
健
全
育
成

対
策
と
、
道
徳
教
育
と
人
間
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
勇
気
あ
る
実
行
を
進
め
ね

ば
在
ら
ぬ
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
費

二
、
〇
一
〇
万
一
千
円

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
多
様

化
す
る
近
代
社
会
に
あ
っ
て
、
住
民
は

各
々
年
齢
も
職
業
も
生
活
事
情
も
趣
味

も
志
向
も
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
経
済
意
識
の
先
行
す
る
現

代
社
会
に
こ
そ
、
社
会
教
育
に
一
層
の

努
力
を
つ
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
社
会
教
育

に
懸
命
に
取
組
ん
で
自
己
学
習
を
深
め

つ
つ
団
体
運
営
に
努
力
し
て
い
る
婦
人

会
、
青
年
団
な
ど
の
社
会
教
育
団
体
、

又
母
子
会
、
老
人
会
、
身
障
協
会
を
ど
、

福
祉
団
体
、
P
T
A
、
同
推
教
な
ど
教

育
団
体
、
農
協
婦
人
部
、
商
工
婦
人
部

を
ど
職
能
団
体
、
交
通
安
全
母
の
会
、

姑
会
な
ど
幅
広
い
社
会
団
体
を
対
象
に
、

社
会
教
育
の
振
興
を
期
さ
ね
ば
を
b
ぬ

と
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、
旧

日
光
村
の
溝
口
町
及
び
江
府
町
と

の
合
併
に
よ
り
、
日
光
小
学
校
は

両
町
の
組
合
立
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

近
来
、
大
山
山
麓
広
域
農
道
の

町
内
全
通
を
見
て
よ
り
、
旧
日
光

地
区
の
交
通
条
件
が
一
変
し
、
通

学
距
離
も
短
絡
さ
れ
た
現
在
と
し

て
は
、
却
っ
て
組
合
立
学
校
に
通

学
す
る
方
が
不
自
然
に
思
考
す
る

に
至
り
ま
し
た
の
で
、
地
元
側
よ

り
の
要
望
も
あ
り
、
町
と
し
て
は

組
合
立
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
事
業
組

合
の
解
散
の
儀
は
行
政
上
の
法
律

行
為
で
あ
り
、
こ
と
に
溝
口
町
、

江
府
町
の
信
義
に
関
す
る
問
題
で

あ
り
、
又
住
民
間
、
こ
と
に
児
童

間
の
友
情
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

更
に
歴
史
上
の
経
過
の
あ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
慎
重

を
期
し
、
溝
口
町
の
心
情
を
尊
重

し
を
が
ら
当
町
の
方
針
に
つ
い
て

了
解
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

溝
口
町
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
き
わ
め
て
厚
意
を
も
っ
て
本

町
の
申
し
出
を
了
承
せ
ら
れ
、
両

町
の
学
校
組
合
解
散
に
関
す
る
協

議
は
円
満
に
成
立
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
本
議
会
に
学
校
組
合
解
散

並
び
に
財
産
処
分
及
び
継
承
事
務

に
関
す
る
件
を
提
出
す
る
こ
と
と

い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
機
会
に
、
学
校
組
合

発
足
以
来
溝
口
町
当
局
を
始
め
、

溝
口
町
住
民
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
ご
厚
意
に
対
し
、
本
町
及

び
本
町
民
を
代
表
し
て
深
甚
の
敬

意
と
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。を

お
、
学
校
組
合
の
解
散
と
同

時
に
、
組
合
立
日
光
小
学
校
は
解

消
さ
れ
、
四
月
一
日
付
を
も
っ
て

江
尾
小
学
校
大
河
原
分
校
と
統
合

し
、
新
し
く
江
尾
小
学
校
米
原
分

校
を
開
設
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
臨
時
的
に
大

河
原
分
校
舎
に
児
童
を
収
容
し
、

米
原
分
校
建
設
を
本
年
度
一
挙
に

完
了
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

⑳
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保健体育費

334万3千円

⑳

◎

▲夜間照明が計画されている
スポーツ公園テニスコート

祉
の
場
と
し
、
健
康
管
理
と
生
き
が
い

の
人
生
観
を
追
求
す
る
学
園
と
し
て
育

成
し
て
い
く
方
針
に
変
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

社
会
体
育
を
振
興
し
、
心
身
と
も
に

健
康
を
社
会
の
建
設
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
、
近
代
の
社
会
政
策
と
し
て
当

報
　
然
の
施
策
で
あ
り
ま
す
。

丁田府江

本
町
に
お
い
て
は
、
先
年
釆
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
造
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

体
育
館
の
建
設
を
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

大
い
に
活
用
し
て
社
会
体
育
を
充
実
し

て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

の
照
明
は
既
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
が

本
年
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

明
徳
学
園
（
老
人
学
級
）
費

一
二
七
万
円

老
人
福
祉
明
徳
学
園

一
八
六
万
三
千
円

明
徳
学
園
は
、
社
会
教
育
、
老
人
学

級
と
老
人
福
祉
を
吻
合
さ
せ
、
し
か
も

永
続
的
生
涯
教
育
の
場
と
し
、
老
人
福

国
体
準
備
費

三
七
九
万
円

第
四
十
回
国
体
は
、
昭
和
六
十
年
に

本
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
は
山
岳
競
技

開
催
町
と
し
て
指
定
を
引
き
請
け
て
お

り
ま
す
。
奥
大
山
高
原
に
位
置
し
、
烏

ケ
山
直
下
ひ
る
ぜ
ん
高
原
に
直
接
す
る

本
町
の
立
地
条
件
上
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
積
極
的
に
対
応
し
て
万
全
の
準
備

を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

奥大山国民宿舎

山荘甘酒茶屋運営事業

観光と産業の接点に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
は
唯
に
営
業

の
み
の
目
的
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
公
園
地
内
に
位
置
す
る
本
町
と
し

て
、
こ
の
奥
大
山
の
自
然
美
を
求
め
て

訪
れ
る
旅
行
者
の
た
め
に
も
、
又
本
町

の
住
民
の
た
め
に
も
、
こ
と
に
奥
大
山

地
内
に
町
外
、
県
外
の
大
資
本
の
侵
入

を
防
衛
す
る
た
め
に
も
、
当
然
こ
の
施

設
を
育
成
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

更
に
こ
の
施
設
を
基
地
と
し
て
観
光

農
業
を
進
め
、
自
然
体
尊
村
事
業
を
導

入
し
、
観
光
と
産
業
の
接
点
の
基
地
と

し
て
益
々
育
成
し
て
い
く
方
針
で
あ
り

ま
す
。

事
業
収
支
予
算
　
三
〇
、
六
五
二
千
円

宿
泊
見
込
数
　
　
一
〇
、
六
二
〇
人

休
憩
食
堂
利
用
見
込
教
　
　
　
六
〇
、
0
0
0
人

町
営
国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
の
設
立
の

意
義
は
常
に
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

教育費の分析

小
学
校
費
　
　
一
三
九
、

児
　
童
　
数

児
　
童
一
人
　
当

三
〇
三
千
円

三
二
二
人

四
三
二
、
一
八
〇
円

中
学
校
費
　
　
一
七
、
五
四
一
千
円

生生

学
校
給
食
費

小
・

徒
　
　
　
教

徒

一

人

　

当

　

り

一
五
、
〇
三
一
千
円

中
学
校
児
童
生
徒
数

社
会
教
育
費

町

社
全
体
青
草

町
　
民

人
　
　
当

人民

二
〇
、人当

一
四
、

一
人

〇
九
八
千
円

口
二
四
三
千
円

当
　
り

一
五
〇
人

一
六
、
九
四
〇
円

五
二
六
人

二
八
、
五
七
六
円

五
、
〇
八
四
人

三
、
九
五
三
円

二
、
八
〇
〇
円

学
校
給
食
費

一
、
五
〇
三
万
一
千
円

本
町
は
学
校
給
食

に
つ
い
て
県
下
に
率

先
し
て
生
乳
並
び
に

米
飯
給
食
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

唯
分
校
の
給
食
が
分

配
距
離
の
関
係
上
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
年
は
可
能
な

限
り
実
施
い
た
し
た

き
所
存
で
あ
り
ま
す
。

索
道
運
営
事
業

四
、
六
〇
〇
万
円

昨
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
ス
キ
ー
リ

フ
ト
は
、
奥
大
山
の
絶
好
の
ス
ロ
ー
プ

を
持
つ
大
平
原
に
是
非
と
念
験
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
実
現
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
の
運
営
に
最
善
の
努

力
を
払
う
方
針
で
あ
り
ま
す
。

（計画予定）

スキー可能日数10柑

リフト利用人員推定
1日240人×100日　　　24，000人

延輸送人員推定
1日360人×100日　　　336．000人

運賃収入推　定
1日456，000円×100日　45，600千円

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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開通まであとひと息

広域農道

俣野から中山町

▲下蚊屋地区と笠良原地区を結ぶ広域農道

こ
の
ル
ー
ト
は
、
本
町
に
お
い
て
標

高
五
〇
〇
㍍
前
後
か
ら
六
〇
〇
㍍
前
後

を
横
断
し
、
こ
と
に
本
町
は
大
山
水
系

の
深
い
谷
々
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
地
形

上
の
集
落
や
、
山
地
耕
地
を
結
ぶ
こ
の

ル
ー
ト
の
新
設
は
、
本
町
の
自
然
的
悪

条
件
を
一
変
す
る
歴
史
的
事
業
で
あ
り
、

本
町
の
将
来
を
開
く
も
の
と
確
信
す
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
本
年
度
に
お
い
て
広
域
農
道

町
内
全
通
を
記
念
し
、
そ
の
式
典
を
執

り
行
い
、
地
域
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

将
来
を
語
る
機
会
を
得
た
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。

下
蚊
屋
農
用
ダ
ム
建
設

本
格
的
に
協
議
を

昭
和
四
十
五
年
、
国
の
農
林
政
策
と

し
て
の
広
域
農
道
の
施
策
を
大
山
山
麓

に
誘
致
す
る
に
当
り
、
本
町
は
全
面
的

に
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
地
元
負
担
は
当

然
こ
れ
を
覚
悟
し
新
設
ル
ー
ト
の
開
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
広
域
農
道
の
全
延
長
は
江
府
町

俣
野
か
ら
西
伯
郡
中
山
町
に
至
る
七
二

鳥
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ト

の
関
係
市
町
村
は
一
市
七
町
、
町
村
を

結
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
総
延
長
七
二
㍍
の
内
、
県
道
併

用
三
〇
㍍
、
農
道
新
設
四
二
は
山
で
あ
り

ま
す
が
、
江
府
町
地
内
延
長
は
一
六
・

二
㍍
で
あ
り
ま
し
て
、
全
延
長
の
二
二
・

五
霊
、
新
設
農
道
四
二
㍍
に
対
し
て
は

三
八
二
ハ
化
と
在
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
こ
の
事
業
の
町
内
施
工
に
対
し
極
力

県
道
併
用
を
排
し
、
新
農
道
の
新
設
を

推
進
す
べ
く
農
林
省
並
び
に
県
当
局
に

要
請
し
、
そ
の
実
現
を
見
て
来
た
訳
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
産
業
、
経
済
、

文
化
、
交
通
の
発
展
を
期
す
る
と
共
に
、

住
民
生
活
と
地
域
開
発
、
こ
と
に
奥
地
開

発
の
基
本
条
件
に
か
か
わ
る
問
題
だ
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
計
画
さ
れ
、
本

町
に
お
い
て
も
慎
重
に
対
処
し
、
研
究

も
と
げ
、
地
元
と
の
協
議
も
十
数
年
来

続
け
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
唯
今

地
元
下
蚊
屋
、
助
沢
両
集
落
に
ダ
ム
対

策
の
交
渉
委
員
会
並
び
に
地
権
者
会
の

組
織
も
出
来
、
こ
の
計
画
に
対
応
す
る

地
元
体
制
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
私
は

こ
の
計
画
の
集
約
に
つ
い
て
、
本
年
度

上
期
か
ら
本
格
的
に
解
決
を
閉
る
交
渉
、

協
議
を
進
め
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

勿
論
、
農
林
水
産
省
に
対
し
て
も
、
県

当
局
に
対
し
て
も
、
地
元
住
民
並
び
に

農
家
、
地
権
者
の
利
権
を
守
り
、
特
に

将
来
の
不
安
を
排
除
し
、
地
元
の
地
域

開
発
に
有
効
な
本
町
の
歴
史
的
昭
和
世

紀
の
事
業
と
在
る
様
全
力
を
傾
け
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

▲下蚊屋農用ダム建設予定地

＊
3

月

l
H
H
証
ハ

2
n
U
水

3
H
H
・
ホ

4
＝
‖
ノ
若

5
＝
U
・
－
㌧

7
日
J
H

U
O
＝
〓
・
ハ

1

7

　

l

I

　

　

、

n
U
・
1
七

l

 

r

■

．

√

庁
内
会
、
体
育
協
会

役
員
会
、
町
民
総
合

休
育
昆
開
館
式

は
洒
茶
屋
運
営
委
員

会
、
川
上
村
長
米
作

在
勤

中
国
機
断
自
動
車
道

促
進
協
議
会
〈
広
島
）

婦
へ
．
会
研
修
会
■
′
米

芋
ノ
■

母
子
安
東
中
学
校
卒

来
者
及
び
中
学
校
宰

業
純
職
進
学
者
激
励

さ
へ

了
√
′在

勤
帖
柏
同
盟
県
過
行
■
収

烹
津
、
国
保
運
営
委

員
会

部
内
会
議
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▲着々と進む俣野川発電所建設工事

俣
野
川
発
電
所

6

1
年
に
運
転
開
始
予
定

た
だ
今
進
行
中
の
中
国
電
力

俣
野
川
発
電
所
の
建
設
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
の
計
画

で
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
一
、

二
号
機
の
運
転
開
始
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
着
工
が

一
年
近
か
く
遅
れ
た
こ
と
と
、

経
済
界
の
情
勢
変
化
に
伴
い
、

突
貫
工
事
を
平
常
工
事
に
切
り

替
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭

和
六
十
一
年
に
運
転
開
始
の
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ

て
三
、
四
号
機
は
更
ら
に
遅
れ

て
、
情
勢
の
推
移
に
応
じ
て
対

処
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
下
地
ダ
ム
に
付
帯

し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
発
電
所

は
先
行
し
て
昭
和
五
十
九
年
に

運
転
す
る
予
定
に
在
っ
て
お
り

ま
す
。こ

れ
ら
は
経
済
社
会
の
情
勢

に
対
応
す
る
電
力
、
電
力
需
給

の
開
発
計
画
上
当
然
の
措
置
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
済
情

勢
の
悪
条
件
の
下
に
あ
っ
て
、

中
国
電
力
社
長
を
始
め
、
中
国

国 民 健 康 保 険 事 業

見込 世帯数 6 60世帯

被保 険者数 1，950人

保 険税総額 64 ，152千 円

被 保険者 1 世 帯当 り 97，400円
保険 税平均

被 保険者 1 人 当 り　　保険 税平均 32，890円

この計算 の基礎 と在 りますの は、

被保険 者 1 世帯 当 り　　　療養費 401千 円

被保険者 1 人当 り 136千 円
漂う経費

国庫負担金 105 ，207千 円

被保険者一部 負担金 79 ，024千 円

保険者負担 金 80 ，385千 円

昭和58年 2 月 か ら施 行 に在 りま した

老人保健法 に伴 いま して、国保 におけ

る医療費 負担 に影響 す るや の啓 発 も行

われてお ります が、 これは 今後 の実態

の推移 を侯 つべ きもの と存 じます。

しか しなが ら、老 人保健法 に よって

行 われるべ き医療以外 の保険事 業 につ

いては、極 力 これを実践 してい く方針

で あ ります。

す をわ ち、健 康診 断、疾病 の早期発

兄 と早期 治療 を守 り、老人 の健 康 生活

を推進 して い く所存 で あ ります。

電
力
当
局
の
実
に
熱
意
を
も
っ
て
俣
野

川
発
電
の
建
設
を
進
め
な
が
ら
、
特
に

こ
の
建
設
が
本
町
将
来
の
発
展
と
住
民

経
済
の
繁
栄
に
基
本
的
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
事
業

完
遂
を
通
じ
て
本
町
の
繁
栄
に
寄
与
せ

ん
と
の
誠
意
を
示
さ
れ
て
い
る
事
に
対

し
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
者
で

あ
り
ま
す
。

私
は
本
町
と
し
て
、
こ
の
中
国
電
力

当
局
の
誠
意
に
応
え
、
一
層
の
支
援
と

協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
も
の
と
念
願

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道

地
元
民
の
意
向
を
尊
重

本
道
路
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

年
釆
計
画
が
進
め
ら
れ
、
地
元
関
係
集

落
に
対
し
て
も
要
請
が
進
め
ら
れ
、
計

画
説
明
会
も
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
八
日
、
横
断
道
路
建
設
江

府
町
調
査
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
環

境
調
査
委
員
会
並
び
に
基
盤
整
備
調
査

委
員
会
の
組
織
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
自
今
こ
の
計
画
は
関
係
地
元
民
の

意
向
を
尊
重
し
、
適
切
に
対
処
し
て
ま

い
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
道

路
の
こ
と
で
あ
り
、
交
通
上
の
問
題
で

あ
り
、
他
市
町
村
連
ら
な
る
問
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
本
町
と
し
て
も
人
並
に

集
約
し
て
行
か
な
け
れ
ば
を
ら
な
い
か

と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

1
1
日
働

1
2
日
㈹

13
日
㈱

1
4
日
㈲

1
5
日
0
0

1
6
日
0
0

1
7
日
㈱

1
8
日
働

1
9
日
川

2
2
日
㈹

～

2
5
日
働

2
6
日
㈹

2
7
日
㈲

2
8
日
㈲

小
林
参
議
院
議
員
来

庁定
例
町
議
会
（
本
会

議
）

森
林
組
合
役
員
会

中
学
校
卒
業
式
、
定

例
町
議
会
（
本
会
議
）

定
例
町
議
会
（
本
会

議
）

県
知
事
選
挙
告
示

定
例
町
議
会
（
本
会

議
）

砂
口
鶴
寿
氏
叙
勲
祝

賀
会

定
例
町
議
会
（
本
会

議
）
、
小
学
校
卒
業

式発
電
関
係
所
在
市
町

村
全
国
協
議
会
理
事

会
（
東
京
）

明
徳
学
園
修
了
式

町
婦
人
会
総
会

県
発
電
施
設
所
在
市

町
村
協
議
会
、
県
過

疎
地
域
対
策
協
議
会

総
会
（
鳥
取
）

佐
川
地
区
消
防
格
納

庫
竣
工
式

助
沢
部
落
役
員
来
庁

食
生
活
改
善
講
座
閉

講
式
、
神
奈
川
財
産

区
会
、
半
の
上
部
落

役
員
来
庁
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開
講
細
議
掴
選
挙

投
票
率
8
8
・
7
4
琵

報丁田府江

四
月
十
日
、
鳥
取
県
知
事
と
県
議
会

議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
知
事
に
は
西

尾
邑
次
氏
、
日
野
郡
選
出
の
県
議
会
議

員
に
は
松
原
一
男
氏
と
三
森
政
治
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
町
選
挙
の
投
票
率
は
、
男
八

八
・
二
三
ば
、
女
八
九
二
九
諾
、
計

八
八
・
七
四
紀
で
県
下
六
番
目
で
し
た
。

ま
た
当
日
有
権
者
は
、
男
一
、
八
六
九

人
、
女
二
、
〇
八
二
人
、
計
三
、
九
五

一
人
で
し
た
。

本当の食生活で健康保持

食生活改善講座

▲受講生を代表して記念品を受けとる徳岡さん

健
康
を
く
ら
し
は
、
毎
日
の

食
べ
も
の
を
正
し
く
、
栄
養
豊

か
に
と
る
こ
と
か
ら
と
、
江
府

町
が
昭
和
五
十
四
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
「
食
生
活
改
善
講

座
」
は
、
回
を
重
ね
る
こ
と
四

か
年
、
受
講
修
了
生
も
六
十
四

名
を
か
ぞ
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
、
こ
の

講
座
修
了
式
は
、
三
月
三
十
一

日
、
町
役
場
に
二
十
名
の
修
了
生
が
集

合
、
根
雨
保
健
所
長
か
ら
修
了
証
を
、

続
い
て
井
上
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
「
一
見
文
化
的
と
見
ら
れ
る
近
ご
ろ

の
食
生
活
、
特
に
見
た
目
に
訴
え
る
だ

け
の
　
〝
売
ら
ん
か
な
食
品
″
で
、
人
間

の
生
命
が
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
更
に
た
く

ま
し
く
生
き
ら
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う

か
、
生
命
の
根
元
で
あ
る
食
品
と
今
の

食
生
晴
を
、
振
り
出
し
か
ら
考
え
、
実

践
す
る
こ
の
講
座
の
意
義
を
十
分
か
み

し
め
、
折
角
の
知
識
を
家
庭
や
社
会
に

今
後
お
お
い
に
生
か
し
て
欲
し
い
」
と
、

激
励
の
こ
と
ば
に
受
講
生
を
代
表
し
て

手
島
容
子
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
ま
で
学
ん

だ
知
識
を
も
と
に
、
家
庭
や
地
域
に
役

立
て
ま
す
」
と
お
礼
と
誓
い
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
、
次
の
飛
躍
を
約
し
ま
し

た
。ま

た
、
五
十
八
年
度
も
引
き
続
き
上

記
の
日
程
で
こ
の
講
座
を
開
講
し
ま
す

か
ら
部
落
保
健
委
員
さ
ん
、
又
は
直
接

町
役
場
へ
ご
参
加
を
申
込
ん
で
下
さ
い
。

計
量
器
の
検
査

食生活改善講座項目

ト
清
き
一
票
を
投
じ
る
有
権
者

（
第
一
投
票
所
で
）

回

数

時間

実施内容

9 ．0 0 － 1 2 ，30 1 2 ．30 －－14 ．（氾

調理 実習 ・試 食 講　　　　　 習

1 6 日上旬

開 講 式

公衆衛生

食生活改善の必要性

／巧ンスのとれた蝕 活

2 6 月下旬 バラ ンスの とれた
食事

食品 と栄養 素

3 7 月中旬 ク 糖 質と脂肪 につい て

4 8 月中旬 〃
たん白質 について

ビタ ミン無機 質 につ いて

5 9 月上旬
献 立の立 て方

栄 養価計算 の仕方

6 10 月下旬 〃
妊婦 の食事

幼 児の食事

7 11 月中旬 〃
中高校生 の食事

ベん とう

8 12 月上旬 ク 労働 時の 食事

9 1 月下旬 ク 成人病 の食事

10 2 月上旬 ク 食物の衛 生

3 月上旬
閉 会 式

テー ブルマナ ー（希望 者）

修
了
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
江
尾
）
入
江
恭
子
　
遠
藤
規
子
　
門

田
久
子
　
重
森
純
子
　
手
島
容
子
　
徳

岡
明
美
　
花
田
ミ
エ
子
　
福
田
昭
子

山
本
政
枝
　
谷
口
歌
子
　
岡
本
清
香

（
宮
市
）
河
上
和
美
　
河
上
妃
恵
子

（
袋
原
）
消
水
登
美
子
（
貝
田
）
谷
口

佐
世
子
　
森
田
照
美
（
御
机
）
伊
達
磯

美
（
小
江
尾
）
手
島
陽
子
　
前
田
京
子

（
一
旦
）
宇
田
川
美
智
子

計
量
器
の
検
査
が
三
年
に
一
度
行
わ

れ
ま
す
が
、
今
年
は
そ
の
該
当
の
年
に

あ
た
り
、
次
の
日
程
で
定
期
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

計
量
器
を
お
持
ち
の
人
は
、
器
具
を

き
れ
い
に
掃
除
し
、
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
掌
り
な
い
計

量
器
は
、

・
質
量
計
（
は
か
り
）

手
動
は
か
り

指
示
は
か
り

・
取
引
、
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

た
だ
し
、
家
庭
用
（
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ

ー
等
）
、
農
家
が
使
用
す
る
試
し
は

か
り
に
使
用
す
る
計
量
器
は
除
き
ま

す
。

日
程
　
五
月
十
八
日
0
0

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

農
業
準
低
温
農
業
倉
庫

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人
権
を
守
っ
て

明
る
い
社
会

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民

間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

今
年
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
て
三
十
五
周
年
に
当
た
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
全
国
の
人

権
擁
護
委
員
は
、
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

江
府
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
で
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

安
江
久
夫
（
洲
河
崎
）
　
千
二
喜
八

上
原
裕
臣
（
江
　
尾
）
　
千
言
九
八

行
政
相
談
員
に
安
江
さ
ん

安
江
久
夫
さ
ん
は
、
四
月
一
日
付
で

行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
の
相
談
と
同
じ
よ
う
に
、
遠
慮
を
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

幸恵転
余
生
に
希
望
を
も
っ
て

▲57年度明徳学園修了生

明
徳
学
園
修
了
式

明
徳
学
園
の
修
了
式
が
三
月

二
十
六
日
、
土
井
之
内
会
館
で

行
わ
れ
、
一
六
九
人
に
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
井
上
町
長
は
じ
め
来

賓
町
関
係
者
ら
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生
を
代
表
し
て

自
治
会
長
・
加
藤
政
吉
さ
ん
が

「
高
年
齢
に
達
し
て
か
ら
良
き

師
に
恵
ま
れ
、
良
き
友
を
得
て

㊥学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
明
徳
学
園

で
の
学
習
は
幸
で
あ
り
歓
び
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
時
代

の
流
れ
と
共
に
私
た
ち
老
人
た

ち
も
ま
す
ま
す
勉
学
に
励
み
、

相
寄
り
相
扶
け
て
余
生
を
有
意

義
に
送
り
、
社
会
の
た
め
に
役

立
つ
よ
う
に
と
念
願
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
日
修
了
式
を

人
生
巣
立
ち
の
一
こ
ま
と
考
え

て
今
後
一
層
健
康
に
留
意
し
て

長
生
を
保
つ
よ
う
努
力
し
、
余

生
に
希
望
を
も
っ
て
社
会
人
と

し
て
生
き
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
式
の
後
、
町
民
謡
同

好
会
に
よ
る
学
芸
発
表
が
あ
り
、

和
や
か
を
ひ
と
と
き
を
過
し
ま

し
た
。

町
職
員
の
異
動

5月は日計豪でに

現況雇を

護
委
貞
連
合
会
か

㌦
人
権
擁
）

鳥
取
地
方
法
務
局
、

茎三三主

国民年金の障害年金・母子年金・準母

子年金・遺児年金及びか婦年金を受けて

いる人は、5月31日までに「国民年金受

給権者現況届」を町役場を通じて社会保

険事務所に提出することになっています。

この現況届は、受給者が今後も引き続

いて年金を受ける資格があるかどうかを

年に1回確認するために行うものです。

現況届を捷出されないと、9月期以降の

年金の支払いが一時差し止められること

になりますから気をつけましょう。

ただし、昨年6月以降に、新たに年金

を受けられるようになった人や、年金の

支給停止が解かれて受給できるようにな

った人は、今年は提出する必要はありま

せん。

また、老齢年金や通算老齢年金を受給

されている方の現況届は、各人の誕生日

の末日までに社会保険庁に提出すること

になっています。

町
で
は
、
四
月
一
日
付
で
こ
の
ほ
ど

次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
）
は
、
旧
任

・
課
長
級

同
和
対
策
室
長
（
議
会
事
務
局
長
）

浦
部
　
統

議
会
事
務
局
長
（
同
和
対
策
室
長
）

板
井
　
　
久

・
係
長
級

財
政
課
課
税
係
主
任
（
出
納
室
主
任
）

関
内
志
津
子

教
育
委
員
会
事
務
局
出
向
（
農
林
課

振
興
係
主
任
兼
議
会
事
務
局
）

千
藤
　
花
美

出
納
室
主
任
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

徳
岡
ま
ゆ
み

・
主
事

商
工
観
光
課
観
光
係
兼
奥
大
山
国
民

宿
金
甘
酒
茶
屋
（
財
政
課
課
税
係
）

山
本
　
節
美

農
林
課
振
興
係
兼
奥
大
山
国
民
宿
舎

甘
酒
茶
屋
（
町
民
課
福
祉
係
）

本
高
　
書
久

譲
合
事
務
局
兼
務
　
加
藤
　
　
泉

・
新
採
用

農
林
課
農
林
係
兼
奥
大
山
国
民
宿
舎

甘
酒
茶
屋
（
臨
時
雇
）

主
事
補
　
永
井
　
明
正

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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命
令
㊨
脇
鼻
あ
あ

人
の
動
き
（
三
月
届
）

令
♯
命
令
命
命
令

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

大
江
　
　
明

藤
原
　
五
月

米
子
市
新
山

俣
野
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
　
篠
村
　
友
紀

柿
　
原
　
奥
田
真
理
子

本

一

川

上

　

純

也

杉
　
谷
　
加
藤
　
明
香

大
河
原
　
長
尾
美
保
子

暗卓篤利
保紀　也志　治

長　長　長　長　二
女　女男　女男

御
　
机
　
新
　
　
定

杉
　
谷
　
川
上
千
代
美

荒
　
田
　
高
橋
　
光
行

本
　
五
　
澤
田
　
源
戒

杉
　
谷
　
末
次
佐
久
三

下
安
井
　
久
木
　
恵
一

池
の
内
　
藤
原
う
ま
よ

本
　
玉
　
村
上
　
　
勝

5
7
歳
喜
久
子
宅

9
2
歳
勉
宅

4
9
歳
弥
生
宅

7
9
歳
敦
男
宅

7
9
歳
勝
宅

8
8
歳
腐
宅

8
7
歳
陽
一
宅

2
2
歳
勉
宅

小
江
尾

深
山
口

下
安
井

小
　
原

下
蚊
屡

肋
　
沢

新菓斤佐　西　貝

二　川　成　田　一

篠
田
藤
吉
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

下
原
満
栄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

中
村
異
佐
雄
殿
三
本
人
様
退
院
）

末
次
貞
蔵
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
森
春
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

加
藤
浩
司
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

矢
野
鉄
代
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

森
田
晴
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

小
沢
詩
正
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

住
田
玉
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

加
藤
東
誌
子
殿
妄
女
千
草
梯
退
墜

窃
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

丁田府江

金井遠
丸上藤

敏
彦

恵
美

健
児

加
藤
し
の
ぶ

前
田
　
晶
弘

西
村
香
奈
子

藤
原
　
光
広

市
川
眞
利
子

柘
植
　
繁
夫

小
倉
　
恵
美

神
庭
　
伸
介

副
島
多
香
子

大
島
　
邦
雄

米
田
　
弥
生

神
庭
　
賢
一

奥
谷
　
信
子

土
井
垣
史
郎

縄
岩
　
尚
美

野
坂
　
　
孝

並
河
リ
エ
子

高
津
　
幸
夫

松
田
　
栄
子

）））））））））））
久
遠

大
河
原
か
ら

大
分
県
大
分
市

佐
川
か
ら

佐
川

大
阪
府
枚
方
市
か
ら

俣
野

米
子
市
両
三
柳
か
ら

岐
阜
県
恵
那
市

江
尾
か
ら

江
尾

佐
賀
県
伊
万
里
市
か
ら

島
根
県
飯
石
郡

江
尾
か
ら

大
河
原

日
野
町
秋
縄
か
ら

武
庫

日
野
町
根
雨
か
ら

吉
原

米
子
市
膵
田
町
か
ら

実
用

西
伯
郡
淀
江
町
か
ら

新
一
古
川
　
祥
弘
1
7
歳
　
桂
子
宅

新
一
入
江
　
二
郎
1
8
歳
正
太
郎
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

三
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

荒
　
田
　
高
橋
弥
生
殿

（
夫
光
行
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
川
上
　
勉
殿

（
母
千
代
美
梯
ご
逝
去
）

御
　
机
　
新
　
書
久
子
殿

（
夫
定
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
末
次
　
膵
殿

（
養
父
佐
久
三
梯
ご
逝
去
）

本
　
五
　
澤
田
敦
男
殿

（
父
源
寂
様
ご
逝
去
）

斯
一
矢
村
敦
美
殿

（
夫
麟
一
様
ご
逝
去
）

池
の
内
　
藤
原
陽
一
殿

（
奉
母
う
ま
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

杉
　
谷
　
片
山
一
郎
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

⑳

大
河
原
亀
田
隆
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

明
徳
学
園
書
道
部
代
表
小
峰
繁
殿

作
品
展
売
上
金

柿
原
加
藤
満
寿
幸
殿

竹
ぼ
う
き
4

0
本

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

∵
i
＝
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
∴

…
L
二
月
禾
累
計
紳

二
百
七
十
一
万
五
千
四
百
七
十
円
‖

…
㌃
三
月
中
寄
付
額

三
十
五
万
三
千
八
百
七
十
七
円
‥

内
訳

‥
香
典
返
し
十
g
万
円

‥
快
気
祝
十
八
万
三
千
円
‥

‖
そ
の
他
三
万
八
百
七
十
七
円
‥

‥
3
．
支
出
裾
七
千
一
百
八
十
円
‥

‖
需
用
費
五
千
二
百
八
十
円
り

‖
負
料
金
二
千
円

…
む
三
日
末
累
計
御

三
百
六
万
二
千
六
十
七
円

江
府
俳
句
会
報

▲江美城土山二は、今年も桜が
美しく咲いた

上
ぼ
り
来
て
見
下
ろ
す
花
も
良
か
り
け
り

こ
の
町
に
子
ど
も
の
広
場
花
吹
雪

井
　
上
　
中
山
香

咲
き
切
っ
て
白
蓮
の
反
り
華
寛
な
る

満
開
の
花
に
埋
れ
て
庁
舎
古
り遠

　
藤
　
花
　
影

柴
址
谷
を
へ
だ
て
て
山
桜

唐
獅
子
の
背
に
も
口
に
も
落
花
か
な

加
　
藤
　
泉
　
翠

犬
ふ
ぐ
り
可
憐
に
見
え
て
遥
し
く

ま
だ
花
の
京
を
脳
裏
に
畑
仕
事川

　
崎
　
藤
　
枝

傾
け
る
花
雪
洞
も
灯
を
点
す

花
の
も
と
伏
目
に
お
わ
す
野
の
仏

清
　
水
　
純
　
子

上
下
線
止
る
電
車
や
花
の
駅

雑
草
の
花
は
紫
春
惜
し
む

中
　
山
　
節
　
子

狭
霧
よ
り
を
お
白
く
あ
り
山
桜

刺
身
を
ど
色
々
盛
り
て
花
料
理

藤
　
原
　
安
　
生

Soumu
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